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第 3期基本計画・実施計画策定に向けて　会員の皆様へのお願い

　令和５年度から始まる第３期基本計画の策定を進
めており、基本計画策定委員会にてその骨子が作ら
れ大詰めを迎えております。
　現在、５年間の具体的な事業を記載する実施計画
の策定段階にきております。
　つきましては、会員各位の知恵や提案力、行動力
をお借りしたくお願いいたします。
　第３期基本計画（案）の主な方針は次回の便りで
報告します。

＜立山黒部ジオパーク基本計画＞
　立山黒部ジオパーク基本計画は、協会ならびに会員、
地域の各参画者がそれぞれの立場で計画的に活動に取り
組むために５年間毎に策定しているものです。
　平成 24年度の地域内でのジオパーク活動開始時に策
定した第１期基本計画に続き、第２期（平成 30年度か
ら令和４年度）では内容の拡充を図り、「人材育成」「情
報発信」「環境保全」「組織強化」を重点取り組みに位置
付けてきました。

＜立山黒部ジオパーク実施計画＞
　実施計画は、基本計画に基づき持続可能な地域を実現
するために計画的に取り組む具体的事業を示したもので
す。
　第２期の実施計画（策定時は行動計画）は、令和元年、
令和 3年の日本ジオパーク委員会による再認定審査に
基づく指摘に合わせて変更を行ってきています。

☆計画に多くの会員に関わってほしいの　
です！
　12 月から３月にかけて、さまざまな場面を通して、
ジオパークや「立山黒部」地域、山岳地域などそれぞ
れの地域、活動分野について、皆さんと考える機会を
用意します。
　ぜひ、みなさんには、この機会にさまざまな視点か
ら 5年後の立山黒部の姿を想像しながら、行いたい事
業を提案してくだいさい。

①まずは、 シンポジウムでジオパークや地域のことを知ろう！

　ジオパークや山岳域での自然環境や持続的発展についての課
題を聞く機会があります。
　12月 10日から２日間にわたって、黒部市宇奈月温泉で世界
や日本の専門家や地元で活躍している方々が集まり多くの議論
が交わされます。
　世界は今何を課題にしているのか、何を変えたいと思ってい
るのかなど、３つの講演と５つのセッションで議論が繰り広げ
られます。
　と言っても、難しい話ではなく、世界や日本、立山黒部の現
場の声を聞くことができます。同時通訳を用意しておりますの
で、安心して話を聞くことができます。

国際山岳年プラス 20 
シンポジウム in 黒部  
「我ら皆、山の民」ー現在と未来ー

　シンポジウムでは2002年からの20年間で問題となった課題を踏まえ、未来に向けて日本や世界の自然環境
と人々の暮らしの持続的発展を科学的視点で議論し、この成果を日本だけでなく世界へ富山県そして黒部市か
ら発信していきます。

12.10 ～112022

会場：黒部市芸術創造センター
富山県黒部市宇奈月

セレネ主　　催：一般財団法人 全国山の日協議会
特別協賛：一般社団法人 立山黒部ジオパーク協会 
　　　一般社団法人 黒部川扇状地研究所

後　　援：国連、国連大学 
　　　　　環境省、国土交通省、文部科学省、林野庁、観光庁、消防庁、警察庁　　　 
　　　　　富山県、黒部市、北日本新聞社、朝日新聞社、毎日新聞社、共同通信社 
　　　　　NHK、日本スポーツ振興センター（国立登山研修所）、日本山岳会、日本山岳ガイド協会、 
　　　　　日本勤労者山岳連盟、日本山岳・スポーツクライミング協会

https://www.yamanohi.net
https://www.facebook.com/yamanohi811

お問合せ　　一般財団法人 全国山の日協議会　国際山岳年プラス20シンポジウム実行委員会事務局　
〒160-0004　東京都新宿区四谷2-10-5 八ツ橋ビル301号室      ☎ 03-5315-0652　　e-mail: office@yamanohi.net

12月11日は国際山の日

入場無料

宇奈月温泉開湯100周年プレイベント

【来場者へのお願い】 
  会場周辺には、レストランやコンビニエンスストアがございませんので 
  各自で昼食の用意をされますようお願いいたします。

写真提供：荻野 弘文 
制　　作：古畑 芳範

国際山岳年プラス 20 シンポジウム in 黒部
　　テーマ 「我ら皆、 山の民」 ー現在と未来ー
日時：令和４年 12月 10日 ( 土 )  9 時 30 分から 18時 00分
　　　　　　　　　　11日 ( 日 )  9 時 00 分から 16時 30分
会場：黒部市芸術創造センター「セレネ」　黒部市宇奈月温泉
　　　6番地 3　富山地方鉄道　宇奈月温泉駅より徒歩 5分
参加：無料

発行：立山黒部ジオパーク協会 事務局

〒930-0856　富山市牛島新町５-５ タワー１１１ビル１階　　TEL:　076-431-2089　　FAX:　076-482-3204
　MAIL:　info@tatekuro.jp　　HP:　https://tatekuro.jp/　　　　https://facebook.com/tatekuro

たてくろジオパークたてくろジオパーク
だよりだより
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＜保全部会＞
サイトカルテにつて

立山黒部ジオパークについ
て魅力をアップさせるアイ
ディアを募集します！自由
に語り合いましょう。

12 月 1０日 （土）

　  9 時 30分～開会式　
　10時 10分～　講演１
　　　　「世界の山岳地域の持続的発展」　
　11時 10分～　セッション１
　　　　「山小屋と登山道の取り組みと安全への歩　
　　　　み」
　13時 30分～　セッション２
　　　　「山岳地域の災害と復興の経緯」
　15時 15分～　セッション３
　　　　「山岳地域の自然資源の保護・保全対策」
　17時 10分～　講演２
　　　　「国際山岳年から 20年。「山の日」制定に　
　　　　  至る経緯と登山界の現状と未来について」

12 月 11 日 （日）

  9 時 00分～  講演３
       「国際山岳年プラス 20- 持続的山岳地域開発の　
　　焦点」                       　
  10 時 00分～　セッション４
        [ 山岳ジオパークの現状と国民への普及」
  12 時 30分～　セッション５
         「山岳地域の観光利用拡大による注意点」
  14 時 30分～　総合セッション
        「山岳地域の持続可能な明るい未来は？」
  15 時 50分～　まとめ・閉会式

＜主な内容＞

②　ドイツのジオパーク事情を知ろう　「ジオパーク講演会」

　ドイツのベルリン自由大学名誉教授ヘルマン ・ クロイツマン先生より、 ドイツのジオパークや、 活動の現状について

お話ししていただきます。 この機会に海外のジオパークの活動を知ることができます （通訳あり）

　日　時　　　2022 年 12 月 13 日（火）9時 30 分～ 11 時 30 分
　会　場　　　富山県総合福祉会館「サンシップとやま」601 号室
　　　　　　　　　　　　　　富山市安住町５－２１　TEL 076-432-6141   
　講演者　　　ヘルマン･クロイツマン名誉教授（ベルリン自由大学）　　　
　演　題　　　Geoparks-Global geo-ecological heritage brought to people ‘s attention
　　　　　　　　　　　－人々の注目を招く世界的なジオ生態学的遺産－
　定　員　　　30 名（申込制、先着順）メールかお電話で協会事務局までお申し込みください
　　　　　　　mail : info@tatekuro.jp        Tel : 076-431-2089
　参加費　　　無料

ドイツに 8つあるユネスコ世界
ジオパークの 1つ、ベルクシュ
トラーセ＝オーデンヴァルト　
　　（Bergstrasse-Odenwald）」
　　　　オーデンの岩海

③　具体的な実施計画を皆さんと作る 「ワークショップ」 を 1 月に開催

　実施計画を作る部会を立山黒部ジオパーク協会の部会ごとに開催
します。
　次回案内で詳細をお知らせします。
　
＜部会の紹介＞
　
・ 企画部会 ： シンポジウムやお店で食事しながらジオを楽しむ事業
などを行っています。 新しい事業企画も行っています。
　
・ 研究教育部会 ： 学校や博物館、 生涯学習団体と連携してジオパー
ク教材を作ったり、 サイトの価値を調べます。
　
・ 広報啓発部会 ： ジオパークを解りやすいように様々な手法で伝え
る活動を行っています。 最近はジオパーク書籍の制作や写真展を行
いました。
　
・ ジオガイド人材育成部会 ： ジオ ( 地形や地質） や自然、 文化が織
り重なった地域の魅力を伝えるジオガイドを養成し、 ガイド活動を
行っています。
　
・ ジオツーリズム部会 ： 立山黒部の持つ魅力の高さを活かしたジオ
ツアーのあり方を検討しながら、 ジオガイドによるツアーを実施して
います。
　

＜企画部会＞ジオカフェ ＜広報啓発部会＞写真展

＜研究教育部会＞新しい露頭の調査・研究、出前授業

＜ジオガイド人材育成部会＞
　　　　　新規ジオガイド養成講座、ジオ散歩

・ 保全部会 ：
ジオパークの基本の１つである
地域資源を保護 ・保全するた
めに、 保全計画をもとに関係
団体と連携しながら活動し
ています。

呉羽山露頭
保全活動



11/19  まち歩き「ブラとやま－猪谷を歩くー」
　今年度最後の「ブラとやま」が猪谷で行われました。今年度のテーマは「神通川
と人々のつながり」。神通川下流の岩瀬からスタートし呉羽山、富山駅周辺、愛宕
町と神通川を遡ったまち歩きも、今回５回目の猪谷でゴールです。
　神通川は岐阜県の川上岳（かおれだけ）を源流とする川で、県境に近い猪谷は飛
越往来の要所となっていました。江戸時代、神通川右岸から新川地区は加賀藩が治
めており、神通川左岸の中央部が富山藩でした。これは新川地区から金や銀がたく
さん採れたたためと言われ、神通渓谷は橋をかけて行き来することが禁止されてい
ました。右岸（加賀藩）には東関所、左岸（富山藩）には西関所が置かれて人や物
　　　　　　　　 の往来を厳しく監視していました。

　

　まずは、橋を渡ってまち歩きスタート。神通川右岸の東街道は
道沿いに疫病退散や無病息災・子孫繁栄を願い、村や村人を守る
石仏や道祖神が大事に設置されています。所々に由緒ある神社も
見られるなど、旧街道の面影が残ります。

　良い天気にも恵まれ、岐阜県から流れる神通川のもつジオストーリの新たな発見を参加者み
んなで楽しむことができました。

川底が迫って見え
る籠渡りVR体験

　午後は猪谷関所館へ。館長さんから当時の関所の様子や、県境
となる神通川を渡って行き来する籠渡しの話等をお聞きし、参加
者の方々も神通川のもつ文化と歴史の深さに驚いていらっしゃい
ました。

■ 活 動 紹 介

■12月のイベントのお知らせ

橋の上から向斜の地層が木々の隙間
から少し見えます

　　　　村の守り神　道祖神　

富山市科学博物館 魚津水族館

黒部市吉田科学館

ロビー展　
「えとの動物－ウサギ－」
　
　令和５年の干支「卯（ウサギ）」にち
なみ、ウサギのひみつや、ウサギにち
なんだ植物・星座・貝などを紹介します。

期日　　2022 年 12 月 17 日（土）～
　　　　　　2023 年 1月 22日（日）
場所　　2階ロビー　
その他　入館料不要、申し込み不要
https://www.tsm.toyama.toyama.jp/

　　冬に発見？しんきろうとおもしろ実験

　気づかない人が多い？冬の蜃気楼を見てみよう！室内
で蜃気楼の仕組みも学べます。魚津蜃気楼研究会さんに
ご協力いただいています。

日時 2022 年 12 月 17 日（土）、2023 年 1月 21日（土）
　11:00 ～ 12:00 および 14：00～ 15：00 
　事前申し込みは不要

場所 　魚津埋没林博物館
参加費　　無料
対象 　小学生～一般
定員 　12 名（当日受付順）

https://www.city.uozu.toyama.jp/nekkolnd/news/g
akushukaikouza.html

魚津埋没林博物館

　今年は、うおすいファミリウムをはじめ、いろいろな
水槽をクリスマス仕様に飾り付けて、特設水槽も設置し
ます！「映え」な写真スポットが盛りだくさん！
　そして、富山湾大水槽には、３年ぶりにトナカイダイ
バーが土日祝日のお食事タイムに登場！平日は、サンタ
クロースダイバーも登場します！
　　　　　　　　　　　　さらに、館内の展示生物でク
　　　　　　　　　　　　リスマスにちなんだ生き物に
　　　　　　　　　　　　注目パネルを設置しましたの
　　　　　　　　　　　　で、探してみてください！
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

　♪うおすいクリスマスが今年もやってくる♪

https://www.uozu-aquariu
m.jp/cms/view.php?c=612

12 月の天文教室 （12 月 1 日受付開始）
　12月の天文教室のテーマは、 「ふたご座流星群を見よう」
です。 天気が悪い場合は、 研修室で解説を行います。

日時　　2022年 12月 14日 （水） 20時～21時
場所　　前庭 ・研修室
料金　　無料
申し込み　　HP や電話
定員　　30名　先着順
連絡先TEL
　0765ー 57－０６１０

↑
HPでの申込



僧ケ岳の名前の由来　雪絵

■ たてくろ見どころ紹介コーナー

■たてくろ　見どころ紹介コーナー
 　　僧ケ岳　強い季節風がもたらす風衝植生と雪田植生　

■  協会会員企業の紹介
立山黒部ジオパーク協会の会員企業を、五十音順（昇順、降順）でご紹介しています。

＜編集後記＞　

　立山黒部ジオパーク協会では、富山県東部地域の魅力を
世界へ発信するために、民間活力を活かしたジオパーク活
動を行っています。私たちの活動を支援してくださる方、
手助けをして下さる方をお待ちしています。特に、オンラ
インの事業や動画編集等について得意な方を探していま
す。
　興味のある方は、立山黒部ジオパークのホームページを
ご覧いただくか、立山黒部ジオパーク協会　
（076-431-2089）までお問い合わせください。

   富山県魚津市と黒部市にまたがる僧ヶ岳（そうがだけ・1885m）
は、飛騨山脈（北アルプス）立山連峰の北端に位置しています。
僧ヶ岳は海に近く遮るものがないことから冬の季節風を強く受け、
比較的低い標高ながら高山にも匹敵する特異な植生が見られます。
西に開いた谷に吹き込む風が集まる稜線の風上側では、強烈な風
で雪が吹き払われるため、薄い積雪からはみ出すような高木は育
たず草原や低木林となる風衝植生が発達しています。逆に季節風
の死角となる風下側やくぼ地は雪が吹き溜まり、遅い雪解けの後
の短い期間に草本類や苔類低木が生育する雪田植生も見られます。
    風衝草原ではゼンテイカやタカネバラ、雪田ではハクサンコザ
クラやチングルマなどの花が夏を彩ります。
一方で僧ヶ岳は季節を告げる風物詩 “雪形（雪絵）” の山として魚
津や黒部の人々に親しまれてきました。雪絵とは、山肌の残雪や
そこから覗く岩肌などの形を人物や動物などに見立てたものです。
春から初夏、雪解けが進むにつれて虚無僧や馬など雪絵の種類や
形が変化していくことから、かつてこの地域の住民は雪絵の現れ
方を見て農耕や川の水量の目安としていました。
　僧ヶ岳は立山黒部ジオパークの自然サイトに登録されています。

（魚津市 : 片貝川・早月川エリア）

https://tatekuro.jp/enjoy/pointDetail.php?id=49

高野靖彦先生
　「立山曼荼羅に見る立山の景観」

　令和４年度富山市民大学「立山黒部ジオパー
クを知る」の講座が終了しました。
　延べ 379人のたくさんの方々に受講してい
ただき、熱心に聴講いただきました。初めはジ
オパークをご存じなかった方も、立山黒部の地
形や地質の特徴を知り、自然や文化・歴史に興
味を持って実際に出かけて見てみようと思われ
る方が多かったです。
　来年度はまた富山の地形と活断層、自然や歴
史、地形と人々の暮らしとの関わり、富山湾の
環境問題等、ジオパークの「保全と活用」をテー
マに講義をしていただく予定です。
　立山黒部ジオパークの魅力が皆さんに伝わり
楽しんでいただけるといいなと思っています。 藤田将人先生

　「富山の恐竜時代を探る」

魚津水族館


